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思い出 を胸に、新たな一歩へ

卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
それぞれの未来でのご活躍を心よりお祈りしています。

３
月
13
日（
金
）、会
津
柳
津
学
園

中
学
校
で
28
名
、３
月
23
日（
月
）、柳

津
小
学
校
で
16
名
、西
山
小
学
校
で

１
名
が
卒
業
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

在
校
生
や
保
護
者
、来
賓
が
見
守
る

中
、卒
業
式
が
執
り
行
わ
れ
、こ
れ
ま

で
の
思
い
出
を
胸
に
、新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

柳津小学校会津柳津学
園中学校

西山小学校
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柳津町の予算が決定
令和８年度は63億2,260万円です

３
月
１０
日（
火
）か
ら
１９
日（
木
）ま
で
第
一
回

柳
津
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
８
年
度

予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
４
４
億
３
，
５
０
０

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
１
億
４
，
５
０
０
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
予
算
は「
第
６
次
柳
津
町
振
興
計

画
後
期
基
本
計
画
」に
基
づ
き
、

○
地
域
行
事
の
継
承
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
と

　
芸
術
文
化
の
振
興

○
農
林
業
の
振
興

○
移
住
・
定
住
・
交
流
の
推
進

○
公
共
交
通
の
充
実

の
４
つ
の
重
点
施
策
を
柱
と
し
て
編
成
し
て
い

ま
す
。

今
号
で
は
、
予
算
概
要
お
よ
び
主
な
事
業
を
お

伝
え
し
ま
す
。

※
表
示
単
位
未
満
は
四
捨
五
入
し
て
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
生
活
し
て
い
く
中
で
必
要

と
な
る
、
教
育
・
福
祉
・
道
路
整
備
な
ど
、

基
礎
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

の
予
算
を『
一
般
会
計
』と
言
い
ま
す
。

こ
の
一
般
会
計
と
人
口
の
数
値
を
用
い

る
と
、
下
の
式
の
と
お
り
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
に
１
年
間
に
使
う
経
費
を
算
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
の
他
に
、
柳
津
町

に
は
５
つ
の『
特
別
会
計
』と
２
つ
の『
公

営
企
業
会
計
』が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
会
計
】

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
一
般
会

計
と
区
別
し
て
処
理
す
る
会
計
で
す
。

【
公
営
企
業
会
計
】

地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
き
、
複
式

簿
記
や
発
生
主
義
に
よ
る
会
計
処
理
を

行
う
も
の
で
す
。

皆さんのために、
どのような計画・
予算があるのかを、
ぜひご確認ください！

『予算』とは、１年間
で柳津町に入ってく

るお金がどのくらいあるか、
どのような行政サービスを行
うかを計画し、そのために使
うお金を見積もることです。
また、予算の使い道を記した
ものを『予算書』といいます。

各課では、町民アン
ケート等から把握し

た皆さんのご意見やご要望
を踏まえ、町長の案も取りま
とめた上で、１年間の行政サ
ービスを検討します。取りま
とめたものは、町民の代表で
ある町議会へ提案します。町
議会では、提出された予算書
について議論・審議し、議決
により予算が成立します。

災害が発生するなど
当初予測できなかっ

た支出が必要になる場合や、
事業を進めていく中で当初見
込んでいた予算よりも少ない
額で可能となるということが
あります。
このような場合、町長は予算
案を作成し、町議会へ予算を
増やすこと、または減らすこ
とを提案します。このことを

『補正予算』といいます。

A.A.A.

毎年広報に載っている
けど、そもそも『予算』っ
てなに？

44億円以上のお金の使
い道を、誰がどうやって
考えて、誰が決めている
の？

年度初めに１年分の予算
を決めると、足りなくな
ったり、逆に必要がなく
なったりしないの？

44億3,500万円（令和8年度一般会計予算）÷2,753人（令和8年3月1日現在の人口）
＝

約161万円（前年度：約152万円）

令和８年度 令和７年度 比　較 前年対比（％）

一　　般　　会　　計 443,500 429,000 14,500 3.4

特　
　
　
別　
　
　
会　
　
　
計

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 13 8 5 62.5

国民健康保険特別会計（事業勘定） 40,000 43,000 △ 3,000 △ 7.0

国民健康保険特別会計（施設勘定） 6,500 5,950 550 9.2

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 7,140 6,300 840 13.3

介 護 保 険 特 別 会 計 62,800 59,920 2,880 4.8

町 営 ス キ ー 場 事 業 特 別 会 計 780 930 △ 150 △ 16.1

特 別 会 計 合 計 117,233 116,108 1,125 1.0

合　　　　　計 560,733 545,108 15,625 2.9

令和８年度 令和７年度 比　較 前年対比（％）

公
営
企
業
会
計

簡 易 水 道 事 業 会 計 36,446 51,039 △ 14,593 △ 28.6

下 水 道 事 業 会 計 35,081 36,739 △ 1,658 △ 4.5

公 営 企 業 会 計 合 計 71,527 87,778 △ 16,251 △ 18.5

令和８年度　会計別予算額 （単位：万円、％）
年度別

年度別

会計別

会計別
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自主財源
町税や使用料など、
町が自主的に収入で
きる財源

繰入金 主に積立金（基金）の取り崩しによる一般会計への繰入金

町税 町民の皆さんや町内の企業が町に納める税金

その他の収入 分担金および負担金、財産収入、寄附金、諸収入

使用料および手数料 各種施設の使用料や住民票交付の手数料など

繰越金 前年度からの繰越金

依存財源
補助金や地方交付税、
町債など、国や県の
決定により交付など
がされる財源

地方交付税 国から財源不足の地方に交付される資金

町債 特定の目的のために、町が国や銀行から借り入れる資金

国庫・県支出金 特定の目的のために、国や県から交付される資金

その他の交付金
利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方
消費税交付金、自動車取得税交付金、環境性能割交付金、法人
事業税交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

地方譲与税
国税として徴収した自動車重量譲与税や地方揮発油譲与税の
一部から町へ配分される資金

性質別

人件費 職員の給与や議員・会計年度任用職員報酬など

物件費 消耗品、光熱水費、電話料金、施設の
管理などに使われる経費

補助費等 消防署、ごみ処理施設の負担金、町の個人
や各種団体に交付する補助金などの経費

公債費 これまでに町が借り入れたお金の返済
に充てる経費

普通建設事業費 施設や道路の建設に使われる経費

維持補修費 施設や道路を維持するための経費

繰出金 国民健康保険や介護保険などの特別会計の
事業経費を負担するために支出する経費

扶助費 子どもや高齢者や障がい者を援助する
ための経費

投資および出資金 地方公営企業会計への出資金などの経費

災害復旧事業費 災害被害の復旧に使われる経費

積立金 基金（貯金）へ積み立てるための経費

予備費 予算の不足や予定外の支出に備えるた
め、使途を特定しない

貸付金 町が貸し付けるための経費

目的別

総務費 町政全般の管理などに使われる経費

民生費 高齢者・障がい者・児童などの福祉に使われ
る経費

公債費 これまでに町が借り入れたお金の返済に充て
る経費

教育費 教育、文化・スポーツの振興などに使われる経費

土木費 町道、町営住宅などの整備や管理に使われる経費

諸支出金 いずれにも分類されない経費

農林水産業費 農林水産業の振興、農道・林道などの整備に
使われる経費

商工費 観光・商工業の振興に使われる経費

消防費 消防、水防、災害対策に使われる経費

衛生費 健診や予防接種、ごみ処理などに使われる経費

議会費 議員報酬や議会運営に使われる経費

災害復旧費 災害被害の復旧に使われる経費

予備費 予算の不足や予定外の支出に備えるため、使
途を特定しない

総務費
9億8,135万円
　　  （22.1%）

人件費
9億5,024万円
　　  （21.4%）

公債費
5億5,454万円
（12.5%）

普通建設事業費
4億7,550万円
(10.8%)  公債費

　  5億
  5,454万円
　  （12.5%）

補助費等
8億1,632万円（18.4%）

維持補修費
1億9,892万円（4.5%）

教育費
5億4,414万円
（12.3%）

土木費
3億8,316万円
　　（8.6%）

民生費
6億

9,282万円
（15.6%）    物件費

  9億
1,743万円
(20.7%)   

消防費
2億3,263万円（5.3%）
商工費
2億3,413万円
（5.3%）

予備費 2,425万円（0.5%）投資および出資金 5,386万円（1.2%）

扶助費
1億4,601万円（3.3%）
繰出金
1億9,322万円（4.4%）

積立金 3,737万円（0.8%）災害復旧事業費 4,416万円（1.0%）

貸付金 2,318万円（0.5%）

衛生費
1億4,452万円
（3.3%）

議会費
6,183万円
（1.4%）

災害復旧費
4,416万円（1.0%）

予備費
2,425万円（0.5%）

歳出
44億3,500万円

諸支出金
2億8,426万円
（6.4%）

農林水産業費
2億5,321万円 
（5.7%）

国庫支出金
2億1,375万円
（4.8%）

県支出金
2億1,028万円（4.7%）

使用料
および
手数料
5,088万円
（1.2%）

繰越金
4,500万円
（1.0%）

その他の収入
1億9,770万円
（4.5%）

地方譲与税 7,490万円
（1.7%）

その他の交付金
1億345万円（2.3%）

自主財源
（25.2％）

依存
財源

（74.8％）

地方交付税
23億3,400万円（52.6%）

町債
3億8,660万円
（8.7%）

町税
3億9,883万円
（9.06%）

繰入金
4億1,961万円
　　  （9.5%）

歳入
44億3,500万円

（単位：万円、％）（単位：万円、％）
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豊かな心を育むまちづくり

協働による健全で
開かれたまちづくり

健康で安心して暮らせる
まちづくり

快適でうつくしい
まちづくり

令和８年度は、こんな事業を行います。
各校ＬＥＤ照明更新事業
各学校における教室等照明のＬＥＤ化を進める。

文化財保存活用地域計画策定事業
文化財の保存・活用に関するマスタープランの策定
に向けた調査や計画本文を作成する。

開館30周年に向けたプロモーション事業
開館30周年に向けての広報・ロゴ作成、特設webサイトの制作、新たなグッズ制作、渋谷ヒカリエ展開催
事業を実施する。

まちづくり人材育成事業
「ミライツナガル会議」による移住定住へ向けた企画
の検討や、優良事例からの学びと交流の場とする。

ＳＮＳ情報発信事業
公式ＬＩＮＥの機能拡張による防災アプリとの統一
を行う。

ふるさと納税事業
ポータルサイトの活用による寄付額増加、返礼品に
よる事業者の収入アップを図る。

子育て応援祝い金事業
子育て世帯の経済的支援として、出産時第一子10
万円、第二子20万円、第三子以降30万円、小学校
入学時３万円、中学校入学時５万円、高等学校等入
学時10万円を給付する。

妊婦のための支援給付事業
妊産婦への経済的支援として、妊娠届出時および出
生届出時にそれぞれ５万円を給付する。

学校給食費無償化事業
子育て世帯の経済的支援として、学校給食費を無償
化する。

柳津保育所施設管理事業
入所児童が安全で快適に過ごすことができるよう所
内のＬＥＤ化を行う。

除雪機械整備事業
除雪体制の充実を図るため、除雪機械の更新を行う。

景観計画策定事業
歴まち計画認定を受け、景観を活かしたまちづくり
を進めるため景観計画を策定する。

町民バス再編実証プロジェクト事業
本庁地区、支所地区の町民バス運行業務（２業務）を
委託により実施する。（本庁地区：６路線、支所地
区：６路線）併せて、公共交通の見直しに向けた協
議を進める。

ここでは、令和８年度の主な事業を抜粋して紹介しています。このほかにも、皆さん
の暮らしがより豊かで安心できるものになるよう、多くの事業があります。

ハザードマップ更新事業
平成30年から運用しているハザードマップの更新
を行う。

防火水槽整備事業
大成沢地区において防火水槽（40トン級）の設置工
事を行う。

消防ポンプ積載車更新事業
石神班において普通積載車の更新を行う。

活力ある産業と賑わいと
交流のあるまちづくり

農業振興拠点整備事業
農業の拠点となる施設を整備するため、旧郷戸保育
所の解体設計を行う。

森林整備事業
町分収林皆伐再造林、森林公園周辺除伐・整備を行う。

森林環境譲与税事業
森林境界明確化、J-クレジット創出、森林利活用ビ
ジョン運営を行う。

ふくしまＤＣ事業
大型観光キャンペーン「ふくしまＤＣ」への参画と地
域と一体となった特別企画を実施する。

合宿等支援事業
合宿等を目的に町内宿泊施設を利用する団体に助成
金を交付する。

物価高騰対策事業
物価高騰対策として、事業所に対し原材料米の購入
に係る経費の一部を補助する。

地域おこし協力隊事業
地域外の人材を受け入れ、地域協力活動を通して移
住定住の推進を図る。

空き家活用事業
取得した空き家をシェアハウス兼移住定住交流拠点
へ改修し、空き家の利活用推進を図る。

大学生等への支援事業
柳津町の中学校を卒業した満19～22歳の希望者へ
柳津産の産品を送付し、地元への愛着を思ってもら
い、帰省やＵターンへの機運醸成を図る。

ＡＩ活用事業業
ＡＩを活用したシステムにより、職員の業務効率化
を図る。

職員研修事業
自治研修センターやふるさと財団による地域未来創
生スクール等の受講により職員の能力向上を図る。
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YANAIZU
N E W S

L E T T E R
柳津町の出来事（～４月初旬）

荻お
ぎ

野の 

駿し
ゅ
ん

佑す
け

出
身
地
：
会
津
美
里
町

菊き
く

地ち 
由ゆ

紀き

出
身
地
：
国
見
町

大お
お

竹た
け 

怜れ
い

良ら

出
身
地
：
南
会
津
町

穴あ
な

澤ざ
わ 

大だ
い

輔す
け

出
身
地
：
会
津
若
松
市

村む
ら

上か
み 

尚な
お

出
身
地
：
福
島
市

澤さ
わ

田だ 

佳け
い

典す
け

出
身
地
：
会
津
若
松
市

令和８年度新入職員を紹介します

県との人事交流・派遣職員を紹介します

02

03

担
当
業
務

上
下
水
道
料
金
業
務

（
建
設
課
上
下
水
道

係
）

意
気
込
み

分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
教
え

て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
吸
収
し
な
が
ら
全

力
で
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

担
当
業
務

乳
幼
児
、
が
ん
検
診

な
ど
各
種
健
診
、
保

健
指
導
業
務（
町
民

課
保
健
衛
生
係
）

意
気
込
み

県
よ
り
派
遣
で
ま
い

り
ま
し
た
。
職
業
柄
、

皆
さ
ん
に
お
会
い
で

き
る
機
会
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
柳
津
町

の
こ
と
を
た
く
さ
ん

知
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

担
当
業
務

町
の
財
政
や
財
産
管

理
業
務

（
総
務
課
財
政
係
）

意
気
込
み

町
の
魅
力
を
学
び
な

が
ら
、
皆
さ
ん
の
力

に
な
れ
る
よ
う
明
る

く
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

担
当
業
務

農
業
振
興
業
務

（
地
域
振
興
課
農
林

振
興
係
）

意
気
込
み

町
民
の
方
々
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
一

生
懸
命
が
ん
ば
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

担
当
業
務

移
住
・
定
住
、
地
域

づ
く
り
業
務（
み
ら

い
創
生
課
み
ら
い
創

生
係
）

意
気
込
み

相
互
人
事
交
流
で
県

よ
り
派
遣
と
な
り
ま

し
た
。
２
年
間
と
い

う
短
い
間
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

担
当
業
務

共
済
関
係
業
務

（
総
務
課
総
務
係
）

意
気
込
み

柳
津
町
の
豊
か
な
自

然
や
文
化
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
柳
津
町

職
員
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
っ
た
丁

寧
で
信
頼
さ
れ
る
言

動
を
心
が
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

相互人事交流終了に伴うご挨拶01

３
月
３１
日（
火
）、
相
互
人
事
交
流

に
よ
り
柳
津
町
で
勤
務
し
て
お
り
ま

し
た
山
田
紘
生
氏（
み
ら
い
創
生
課

み
ら
い
創
生
係
所
属
）が
人
事
交
流

期
間
を
終
了
し
、
県
へ
戻
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
貢
献
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の

さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

■
挨　
拶

こ
の
た
び
、
３
月
３１
日
を

も
ち
ま
し
て
、
相
互
人
事
交

流
期
間
が
終
了
し
、
県
庁
へ

戻
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
柳
津
町

で
の
勤
務
を
通
じ
て
多
く
の

学
び
と
貴
重
な
経
験
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
直
接
関

わ
り
、
意
見
交
換
が
で
き
た

こ
と
は
、
自
身
の
考
え
を
見

直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
特
に
、「
私
が
創
る
柳
津

町
ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
事
業
に
取
組
み
、
地
域
の

結
び
つ
き
の
強
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。

柳
津
町
か
ら
離
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
公
私
共
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
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福島県知事が斎藤清美術館を訪問

女子第42回・男子第39回 柳津町スポーツ協会長杯争奪バレーボール大会

07

08

３
月
１２
日（
木
）、
斎
藤

清
美
術
館
に
福
島
県
知
事

が
ご
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

斎
藤
画
伯
が
題
材
に
さ

れ
た
ス
ケ
ッ
チ
ポ
イ
ン
ト

を
視
察
し
た
ほ
か
、
学
芸

員
よ
り
、
筑
波
大
学
や
武

蔵
野
美
術
大
学
と
の
連
携

事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
、
そ
の
後
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
指

導
の
も
と
、
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
に
よ
る
ト
ー
ト
バ

ッ
グ
づ
く
り
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
福
島
県
知
事
と

町
長
が
、
県
政
１
５
０
周

年
記
念
ロ
ゴ
や
赤
べ
こ
の

デ
ザ
イ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

バ
ッ
グ
を
制
作
し
ま
し
た
。

ま
た
、
福
島
県
知
事
と

の
意
見
交
換
で
は
、
町
内

の
観
光
資
源
を
生
か
し
、

ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し

た
。

３
月
８
日（
日
）、
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

に
お
い
て
、「
女
子
第
４２
回
・

男
子
第
３９
回
柳
津
町
ス
ポ

ー
ツ
協
会
長
杯
争
奪
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

男
子
６
チ
ー
ム
、
女
子

５
チ
ー
ム
が
参
加
し
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
町
内
の

チ
ー
ム
や
中
学
生
チ
ー
ム
、

高
校
生
チ
ー
ム
、
町
外
の

チ
ー
ム
な
ど
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
通
し
た
広
域
的
な

交
流
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
優
勝
は
女

子
チ
ー
ム「
エ
ス
ト
レ
ー

ラ
」、
男
子
チ
ー
ム「
テ
レ

タ
ビ
ー
ズ
」で
し
た
。

ま
た
、
年
度
内
最
後
の

大
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
年

間
の
最
優
秀
選
手
賞
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

４
月
１
日（
水
）に
、
金
子
千
聖
さ
ん
が

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
柳
津
町
で
は
、

総
勢
７
名
の
隊
員
が
、
地
域
活
性
化
の
た

め
、
ま
た
定
住
・
定
着
を
目
指
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

金か
ね

子こ 

千ち

聖さ
と 

隊
員

出
身
地
：
柳
津
町

新しい地域おこし協力隊員を紹介します05
担
当
業
務

柳
津
町
の
木
を
活
か
す
！
木
工
作
家
育
成

事
業（
地
域
振
興
課
農
林
振
興
係
）

意
気
込
み

今
ま
で
学
ん
で
き
た
漆
塗
り
の
技
術
を
活

か
し
つ
つ
、
地
元
で
あ
る
柳
津
町
の
森
林

資
源
の
価
値
が
伝
わ
る
よ
う
な
木
工
品
を

作
っ
て
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自衛隊入隊予定・兼子翔太さんを激励04

３
月
１６
日（
月
）、
自
衛
隊
入
隊
予
定

者
激
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
式
に

は
、
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
長
を

は
じ
め
関
係
者
が
出
席
し
、
地
域
の
期

待
を
背
負
い
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す

兼
子
翔
太
さ
ん（
細
越
）へ
、
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

兼
子
さ
ん
は
こ
の
春
か
ら
一
般
曹
候

補
生
と
し
て
入
隊
し
、
約
半
年
間
に
わ

た
る
教
育
訓
練
に
臨
み
ま
す
。
新
た
な

道
へ
挑
む
若
者
の
門
出
に
、
町
全
体
で

温
か
い
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
。 ▲写真右から、松元本部長、千代さん（自衛隊募集相談員）、

父・兼子卓士さん、翔太さん、母・千恵さん、小林町長

令和７年度「地域おこし協力隊活動報告会」06

３
月
２６
日（
木
）、
ふ
れ
あ
い
館
展
示
室
に
お

い
て
、
令
和
７
年
度
に
隊
員
と
し
て
活
動
し
た

９
名
に
よ
る「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

隊
員
か
ら
は
、
地
域
協
力
活
動
の
内
容
や
地

域
で
体
験
し
た
こ
と
、
今
後
の
活
動
や
卒
隊
後

の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
隊
員
ご
と
の
個
別
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、

意
見
交
換
や
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
来
場
さ

れ
た
方
か
ら
は
、
活
動
に
つ
い
て
の
質
問
や
励

ま
し
の
言
葉
が
多
く
聞
か
れ
、
こ
れ
か
ら
の
活

動
へ
の
は
ず
み
と
な
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

活
動
報
告
書
は「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報

告
ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
」へ
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

活動報告
はコチラ
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地域コミュニテイ活動紹介01
今月号では、「駅通り老人クラブ」の地域コミュニティ活動をご紹介します。

■活動開始：令和６年５月
■開催頻度：月１回
■参加者数：10名程度
■会　　場：大平町公民館
■主な内容：お茶会、体操、輪投げや
　　　　　　ボッチャ、研修旅行等

駅通り老人クラブの集まりは、皆さんが声を掛
け合い自然に集まり、それぞれができる範囲で体
を動かしたり、日々の暮らしを工夫しながら過ご
されています。 

合言葉は「100歳まで元気に」。
話が尽きることなく、賑やかな時間が流れてお

り、いつも笑顔で溢れています！

生活支援コーディネーター　大貫

駅通り老人クラブの活動について

参加している皆さんにインタビューしました！

地域包括支援センターからひとこと

Q．地域コミュニティ活動を始めようとおもったきっかけは？
Ａ．半日でもいいから、こうやって集まって和気あいあいと過ごせる場があったらいい
なと思って始めたかな。西山に紅葉を見に行く研修旅行なんかもあって、みんなで出か
けるとやっぱり楽しいし、交流も深まるよね。この活動をすることで、みんなで元気に
長生きしていくことが目標だね。

Q．この１年間を振り返ってみて感じることは？
Ａ．そうだなあ、冬はどうしても参加できない人が多いんだけど、夏になると集ま
れる人が増えてね、それが嬉しいんです。月に一度、みんなでお茶を飲みながら、
おしゃべりをする時間が何よりの楽しみですね。何気ない話でも、こうして顔を合
わせて話せるのが一番いいんだよね。

Q．今後、コミュニティ活動で新しく取り組んでみたいことはありますか？
Ａ．何かテーマを決めて座談会みたいなのをやるのもいいと思うんだ。お茶のみとか体
操ももちろんいいんだけど、せっかく集まるなら地域のことや課題を、みんなで話し合
える機会があってもいいんじゃないかと思ってるよ。あまり堅くならずに、自由な議題
で気軽に話せる、そんな場ができたらいいなと思うな。

清野　トシ さん

佐藤　敬子 さん

菊地　正 さん
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第46回会津やないづ冬まつりフォトコンテスト受賞作品決定！02
会津やないづ冬まつりの魅力を広く発信するため開催した「第46回会津やないづ冬まつりフォトコンテス

ト」には、多くの皆さまからご応募をいただきました。
厳正な審査の結果、５作品を受賞作品として決定しました。
受賞作品は、町のＰＲや観光振興に活用するとともに、次回の「会津やないづ冬まつり」において、展示を

行う予定です。

問　地域振興課観光商工係　℡０２４１－４２－２１１４

⃝ 最優秀賞 ⃝

⃝ 町長賞 ⃝

⃝ 文化協会長賞 ⃝

⃝ 観光物産協会長賞 ⃝ ⃝ 商工会長賞 ⃝
佐藤　栄喜 「赤べこの里の雪明かり」

矢部　美保 「鳥追いの歌」 大島　市郎 「歳の神の火柱」

笹岡　伸仁 「ご利益もたらす」 矢部　幸一 「雪夜空に咲く花」

柳津出張所の所長が変更になりました

西山駐在所の担当者が変更になりました

03

04

このたび、令和８年４月１日付で変更になりましたのでお知らせします。

■所　属　会津坂下消防署　柳津出張所

■氏　名　猪俣　雄司（いのまた　ゆうじ）

■前任地　会津坂下消防署　三島出張所

■一　言　私は、平成７年４月１日に会津若松地方広域市町村圏整備組合消防
本部に拝命し、会津若松消防署勤務から始まり、城南分署、会津坂
下消防署、会津美里消防署、各出張所勤務を経て、本年で32年目
となります。柳津出張所は９年ぶり２回目の勤務となります。
柳津町は、自然豊かで雄大な只見川が流れ、歴史ある福満虚空藏尊や赤べこの発祥地、温泉など
人気の観光地でもあります。さらにウオーキング大会など各種イベントが開催されており、これ
からが楽しみでもあります。
町民の皆さまには、日頃より消防行政に対しまして特段のご理解とご協力を賜り、心より感謝申
し上げます。火災は、ちょっとした不注意や家電などの誤った使い方で発生することがあります。
少しでも長く無火災が継続されますように、消防車や救急車による各地区の防火広報、広報紙や
防災無線、各種行事を通し、防火意識を高めていただけるよう、出張所職員一丸となって職務に
精励し、最善を尽くしてまいりますので、今後ともご協力を賜りますようお願い申し上げます。

このたび、令和８年３月６日付で変更になりましたのでお知らせします。

■所　属　会津坂下警察署　西山駐在所

■氏　名　宗像　諒（むなかた　りょう）

■前任地　南相馬警察署　北長野駐在所

■一　言　私は、平成24年4月に拝命し、いわき中央警察署から始まり、機動
隊（拳銃特別訓練員）、南相馬警察署勤務を経て、現在に至っており
ます。これまでの経験を活かし、地域の安全・安心の確保に努めて
まいります。
町民の皆さんに顔と名前を覚えていただけるよう、積極的に地区を回り、地域の行事などにも参
加しながら交流を深めていきたいと思います。一日でも早く地域の皆さんのお役に立てるよう努
めてまいりますのでよろしくお願いいたします。
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５月から始める熱中症対策10
熱中症は夏に起こるものと思っている方も多いのではないでしょうか。実は熱

中症は梅雨入り前の５月頃から発生します。とくに５月はまだ汗をかくことに慣
れていないため、急に気温が高くなると発汗がスムーズにいかず、熱中症のリス
クが高まります。そこで、今月は熱中症の予防法についてご紹介いたします。

暑さに慣れていないと熱中症になる危険性が高まります。十分な睡眠と水分補給を取りましょう。体が暑
さに慣れること（暑熱順化）について知り、暑くなる前から熱中症の対策を行いましょう。

暑熱順化とは、体が暑さに慣れることです。暑い日が続くと、体は次第に暑さに慣れて（暑熱順化）、暑さ
に強くなります。

体を暑さに慣れさせることが重要なため、実際に気温が上がり、熱中症の危険が高まる前に、無理のない
範囲で汗をかくことが大切です。

日常生活の中で、運動や入浴をすることで、汗をかき、体を暑さに慣れさせましょう。
暑熱順化には個人差もありますが、数日から2週間程度かかります。暑くなる前から余裕をもって暑熱順

化のための動きや活動を始め、暑さに備えましょう。

問　火事・救急・救助は１１９番へ！　会津坂下消防署柳津出張所　℡０２４１－４２－２１５０

「柳津町住民アンケート調査」にご協力ください

行政相談委員のご案内

06

09

「柳津町住民アンケート調査」は、15歳以上の町民のうち無作為に抽出した約400人を対象として実施し
ている調査で、町の最上位計画である「第６次振興計画」の目標達成度を把握するための指標となるほか、
みなさまのご意見や要望を反映した施策の立案に活用しています。

アンケートの対象となられた方へは、町統計調査員が調査票を配布しておりますので、調査の目的・趣
旨をご理解いただき、アンケート調査にご協力いただきますようお願いします。

問　みらい創生課みらい創生係　℡０２４１－４２－２４４７

総務省では、柳津町を担当する行政相談委員として、次の方を委嘱しています。

◎行政相談委員名　　天野　美穂 （牧沢）

行政相談委員は、総務大臣が委嘱した有識者で、地域住民の皆さんから国の行政全般に関する意見・要望
を受け付け、皆さんと関係行政機関との間に立って、その解決を促進するよう相談に応じています。

予防・対策

暑熱順化とは

第６次柳津町振興計画後期基本計画を策定

柳津町学校適正配置等検討委員会委員公募のお知らせ

05

07

第６次振興計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」で構成しています。

■基本構想　10年間（令和３年度～令和12年度）

■基本計画　５年間

令和７年度は、後期基本計画（令和８年度～令和
12年度）について、11月に審議会へ諮問し、２月
に答申され、３月議会定例会で可決されました。

問　みらい創生課みらい創生係
　　℡０２４１－４２－２４４７

児童生徒の減少に伴い、小・中学校の小規模化が進行する中、学校の適正規模および適正配置等につい
て検討するため、以下のとおり委員を公募します。

■募集人数　若干名
■応募資格　柳津町に住所を有する満20歳以上の者
■応募方法　応募する方は、応募用紙に必要事項を記入し、令和８年５月22日（金）までに教育課（役場２階）
　　　　　　へ提出ください。
　　　　　　※応募用紙は、町Ｗｅｂサイトからダウンロードできます。
■選定方法　応募者多数の場合は、応募者本人による抽選で決定します。
■任　　期　令和８年度（委嘱する日）から町へ提言を行う日までとし、数年を見込んでいます。

問　教育課学校教育係　℡０２４１－４２－２１１５

県立宮下病院看護部からのお知らせ08
４月から看護部長となりました新井田正美です。どうぞよろしくお願いします。
さて、５月12日はナイチンゲールの誕生日です。この日は看護の日とされており、宮下病院では今年も健

康まつりを開催します。お話を聞いて頂くだけでなく、日頃の疑問等ありましたらぜひご相談ください。皆
さんのお越しをお待ちしております。
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自
動
車
税
種
別
割
は
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
福
祉
の
増
進
、
教
育
等
に
使
わ
れ

て
い
る
大
切
な
税
金
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

■
発
布
日

令
和
８
年
５
月
８
日（
金
）

■
納
期
限

令
和
８
年
６
月
１
日（
月
）

■
注
意
点

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
納
税
通
知
書
が
お
手
元

に
届
く
ま
で
１０
日
程
度
要
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
納
付
の
場
所
・
方
法

最
寄
り
の
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
現
金
納
付
の
ほ
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
等
に
よ
る
納
付
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
ア
プ
リ
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

■
自
動
車
税
種
別
割
の
減
免
申
請

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
の
た

め
に
使
用
す
る
自
動
車
で
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
申
請
に
よ
り
自

動
車
税
種
別
割
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

（
申
請
期
限
：
令
和
８
年
６
月
１
日（
月
））

問
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
課
税
第
二
課

　
℡
０
２
４
２
－
２
９
－
５
２
６
１

近
年
は
、
単
身
世
帯
の
増
加
や
働
き

方
の
多
様
化
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
な
ど
に
よ
り
、
家
族
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
が
希
薄
に
な
り
、
だ
れ
も
が「
孤

独
・
孤
立
」状
態
を
感
じ
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。 

■「
孤
独
」「
孤
立
」と
は

○
孤
独

・
主
観
的
な
と
ら
え
方

・
頼
れ
る
人
、
つ
な
が
っ
て
い
る
人
が

い
な
い
た
め
寂
し
い

・
ひ
と
り
ぼ
っ
ち

○
孤
立

・
客
観
的
な
と
ら
え
方

・
1
人
だ
け
離
れ
て
い
て
つ
な
が
る
手

段
が
な
い

孤
独
・
孤
立
に
関
す
る
各
種
支
援
制

度
や
相
談
先
を
一
元
化
し
情
報
を
発
信

す
る
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
が
、
内
閣
官
房
孤

独
・
孤
立
対
策
担
当
室
よ
り
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
チ
ャ
ッ
ト
で
の
相
談
方
法

５
月
は
孤
独
・
孤
立

対
策
強
化
月
間
で
す

02

Web
サイトは
コチラ

18歳以下
の皆さん
はコチラ

柳
津
町
内
企
業
等

求
人
情
報
一
覧

03紙
面
の
都
合
上
、
最
近
受
理
さ
れ

た
企
業
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
次

の
二
次
元
コ
ー
ド
ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳細は
コチラ

も
あ
り
ま
す
。

内
閣
官
房
孤
独
・
孤
立
対
策
室
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
は
左
記
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
内
閣
府　
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
室

　
℡
０
３
－
５
２
５
３
－
２
１
１
１

※
各
求
人
情
報
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
種
別
割
に

つ
い
て

01

求 人 者 名 特別養護老人ホーム福柳苑
勤 務 地 特別養護老人ホーム福柳苑
職 種 介護員 調理員
雇 用 形 態 正職員 臨時職員 正社員 アルバイト・パート
雇 用 期 間 期間の定めなし 随時〜令和９年３月31日 期間の定めなし 随時〜令和９年３月31日

応 募 資 格 介護職員初任者研修 資格不問 調理師（必須）/栄養士（必須） 
年齢不問

調理師（あれば尚可）
年齢不問

給与・賃金等 月額 217,000円～（各種手当含む） 月額 178,100円～（各種手当含む） 月給　175,900円～ 時給　1,033円～
福利厚生・
待 遇

雇用保険制度/労災保険制度/健康保険制度/厚生年金制度
退職年金制度/正職員登用制度あり（臨時職員）

雇用保険制度/労災保険制度
健康保険制度/厚生年金制度

休日休暇等 週休２日制
問い合わせ先 ℡０２４１－４１－１１６５　佐藤（事務）
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令和８年度区長名簿 （行政区番号順・敬称略）05
行 政 区 名 氏　　　名 行 政 区 名 氏　　　名

一 王 町 長　 澤　 清　 志 石 坂 岩　 渕　 安　 博

諏 訪 町 鈴　 木　 康 一 朗 椿 齋　 藤　　　  恵

寺 家 町 内　 田　　　  宗 藤 齋　 藤　　　  功

岩 坂 町 長 谷 川 　 正　 広 長 窪 岩　 渕　 光　 栄

大 平 町 矢　 部　 幸　 一 軽 井 沢 新 井 田　 義　 則

門 前 町 遠　 藤　 勇　 二 柳 ヶ 丘 鈴　 木　 常　 行

安 久 津 戸　 倉　　　  勉 檀 ノ 浦 猪　 股　 和　 昭

出 倉 齋　 藤　 金　 保 桐 ヶ 丘 前　 野　　　  章

小 柳 津 小　 島　 一　 良

大 野 岩　 佐　 正　 勝 砂 子 原 渡　 部　 恭　 央

大 野 新 田 角　 田　 雅　 雄 黒 沢 伊　 藤　 郷　 一

八 坂 野 佐　 藤　 和　 彦 冑 中 二　 瓶　 寿　 郎

細 越 田　 﨑　　　  浩 芋 小 屋 杉　 原　 友　 一

石 神 齋　 藤　 吉　 時 大 成 沢 鈴　 木　 俊　 二

石 生 岩　 本　 廣　 幸 琵 琶 首 鈴　 木　 浩　 靖

古 屋 敷 田　 﨑　 辰 之 助 五 畳 敷 菊　 地　 義　 親

新 村 芳　 賀　 孝　 幸 湯 八 木 沢 小　 島　 一　 友

小 ノ 川 田　 崎　 一　 雄 牧 沢 天　 野　　　  亘

中 野 田　 﨑　 好　 章 四 ッ 谷 小　 島　 利　 則

長 倉 目　 黒　 常　 男 高 森 菊　 地　 俊　 男

塩 野 山　 口　　　  操 久 保 田 佐　 藤　 和　 憲

猪 鼻 佐 々 木　 憲　 一 大 峯 荒　 明　 正　 一

黒 滝 二　 瓶　 伸　 博

野 老 沢 齋　 藤　 幹　 夫 銀 山 総 代 ……

麻 生 一 ノ 瀬　 髙　 司 漆 峠 総 代 鈴　 木　 廣　 四

小 巻 新 井 田　　　　 修 鳥 屋 総 代 高　 田　 孝　 英問　建設課上下水道係　℡０２４１－４２－２１１７

５月から水道メーターの検針を開始します06

行 政 区 名 検 針 者 備　考 行 政 区 名 検 針 者 備　考

安 久 津

平　山　榮　一 シ ル バ ー
人 材 セ ン タ ー

野 老 沢 目　黒　　　修 シルバー人材センター

諏 訪 町 砂 子 原 渡　部　文　介 シルバー人材センター

寺 家 町 石 神
眞　田　　　昭 シ ル バ ー

人 材 セ ン タ ー岩 坂 町 古 屋 敷

大 平 町 新 村 芳　賀　孝　幸

柳 ヶ 丘 大 野 永　井　　　淳

出 倉 大 野 新 田 角　田　雅　雄

小 ノ 川 猪 鼻 角　田　秀　人

中 野 中 山 新井田　寛　一

麻 生 小 巻 新井田　　　敏

椿 石 坂 田　﨑　孝　子

藤 長 窪 後　藤　すい子

牧 沢 黒 沢 伊　東　俊　宏

檀 ノ 浦 小　林　テイ子 シルバー人材センター 胄 中 二　瓶　寿　郎

一 王 町

内　田　延　安 シ ル バ ー
人 材 セ ン タ ー

芋 小 屋 杉　原　俊　一

石 生 大 成 沢 鈴　木　正　八

長 倉 琵 琶 首 土　橋　彦　一

黒 滝 五 畳 敷 菊　地　吉　久

桐 ヶ 丘 湯 八 木 沢 鈴　木　忠　一

八 坂 野
多　川　　　清 シ ル バ ー

人 材 セ ン タ ー
中 屋 敷 小　島　利　則

細 越 久 保 田 角　田　友　行

門 前 町 平　田　　　有 シルバー人材センター

【敬称略】

５月から12月まで毎月１日から５日までの間に水道メーター検針を行います。令和８年度の各地区の検針者
は表のとおりですのでお知らせします。

なお、冬期間は積雪のため検針を実施しておらず、１月から４月分は認定水量（10月～12月の平均値）にて料
金を算定しております。５月の検針により冬期間の精算を行い５月分が算定されますので、水道料金は高額にな
ることがあります。

新区長
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ご寄附（３月分・敬称略・掲載可能者のみ）戸籍の窓（３月届出分・敬称略・掲載可能者のみ）5月行事予定カレンダー （下段：休日救急診療当番医）

昭
和
二
十
四
年
三
月
に
創
設
さ
れ
、

長
年
に
わ
た
り
本
町
の
文
化
発
展
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
俳
句
団
体
が
、

こ
の
た
び
解
散
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
紡
が
れ
て
き
た

数
々
の
句
と
活
動
の
歩
み
は
、
地
域

文
化
の
大
切
な
財
産
と
し
て
今
後
も

受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。
会
員
の

皆
さ
ま
の
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
深

く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

柳
津
ひ
さ
ご
吟
社  

四
月
例
会

兼
題「
土
筆・あ
け
ぼ
の・自
由
句
」

幼
児
に

つ
く
し
摘
ま
せ
て
爺
笑
み
ぬ

美
　
世

花
開
く
曙
躑
躅
季
節
待
つ範　

人

曙
に
ひ
と
日
の
幸
を
祈
り
け
り

桃
　
女

春
一
番
句
会
尽
く
し
て
命
継
ぐ

由
美
子

曙
や
朝
餉
の
支
度
手
際
よ
く

泰
　
花

駅
か
ら
の風の

強
さ
に
我
立
て
ず

み
は
る

シ
ャ
ン
プ
ー
の

香
り
も
春
や
長
き
髪

江
津
子

俳
句
会
を
四
月
で
解
散
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
い
間
御
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ひ
さ
ご
吟
社
一
同

日 月 火 水 木 金 土
4／26 4／27 4／28 4／29 4／30 1 2

合同親子遠足
（柳保・西保）

3 憲法記念日 4 みどりの日 5 こどもの日 6  振替休日 7 8 9

県立宮下病院
（三島町） 
℡0241-52-2321

会津みさと診療所
（会津美里町） 
℡0242-54-2211

坂下厚生総合病院
（会津坂下町） 
℡0242-83-3511

もこぬま内科消化器
科医院（会津美里町） 
℡0242-56-5622

10 11 12 13 14 15 16
全会津中体連陸上
大会（～14日）／
あいづ陸上競技場

保育所開放日／柳津保
育所（9：30～11：00）
健幸クラブ／ゆき
げ館（10：00～）

遠足（西小） 運動会／柳小
（8：30～）

荒井医院
（会津坂下町） 
℡0242-83-2224

17 18 19 20 21 22 23
子育てカフェ／
銀山荘（9：30～）

田植え（柳小）／
学校田（13：25～）

健幸クラブ／ふれ
あい館（10：00～）

運動会／西小（9：00～）
圓藏寺お茶会／圓藏
寺庫裡（10：00～）

こばやしファミリーク
リニック（会津美里町） 
℡0242-55-0388

24 25 26 27 28 29 30
１歳６ヶ月児・
２歳児健診／銀
山荘（13：00～）

健幸クラブ／ゆき
げ館（10：00～）

芸術鑑賞会「福島県
警察音楽隊演奏会」
／BG体（11：00～）

柳津国保診療所
（柳津町） 
℡0241-42-2334

31 6／1 6／2 6／3 6／4 6／5 6／6

昭和村国保診療所
（昭和村） 
℡0241-57-2255

※坂下厚生総合病院・高田厚生病院・県立宮下病院は、当日は通常診療は行わず、急患の
方だけを診察いたします。また、救急告示病院ですので、当番日以外でも急患の方は診
察いたします。

※各医院の都合により、当番が変更になる場合がありますのでご了承ください。

■柳津町へ

一般寄附

河内屋グループ株式会社

柳津測量設計株式会社

一般寄附〈企業版ふるさと納税〉

株式会社タマテック

■町社会福祉協議会へ

一般寄附

渡　部　　　亨　（郡山市）　

佐　藤　潤　一　（細　越）　 

星　　　孝　栄　（久保田）　

5月の納期限は6月1日（月）です
【口座振替引落日：5月25日（月）】

柳津町は納税完納推進の町です
納税により、皆さんの暮らしが成り立っています。
納期限内に納めましょう。
※納期限を過ぎると延滞金が加算されます。
問   総務課税務係　℡０２４１－４２－２１１３

介護保険料
（普通徴収） １期 町民課住民福祉係

℡０２４１－４２－２１１8

住宅使用料 ５月分 建設課建設係
℡０２４１－４２－２１１7

水道・公共下水道
使用料

４・５
月分

建設課上下水道係
℡０２４１－４２－２１１７

農集排・林集排・
簡易排水使用料 ５月分 建設課上下水道係

℡０２４１－４２－２１１７

■ご誕生

菊
キク

　地
チ

　　　紬
ツムギ

　（五畳敷・慶也と真理子の子）

■ご結婚

齋藤一樹（野老沢） ♥ （旧姓：大貫）真李亜（会津若松市）

■ご逝去

渡　部　信　子 68 （諏訪町）

佐　藤　洋　子 84 （大平町）

佐　藤　千鶴子 92 （久保田）

杉　本　四　郎 82 （野老沢）

星　　　孝　男 95 （久保田）

柳津防災行政情報アプリ
（左 Android、右 iOS）

柳津町防災
行政メール配信

柳津町公式
LINE

柳津町公式
インスタグラム

広報誌配信アプリマチイロ
（左 Android、右 iOS）

柳津町のアプリ・SNSをぜひご利用ください！
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